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ジェーン ・ スーさんの 「私らしくてＯＫ」 の練習が始まると
会場はお盛り上がり

～来場者の感想～

① 価値観を更新しつづける

② 性別と社会の役割を紐づけない

　 （男らしくないとか女らしくないとか言わない）

③ 自分の 「普通」 を疑う

④ 変わることを恐れない

⑤ 誰にとっても快適な場所を作る

⑥ 幸せのかたちを他者に決めさせない

⑦ 他者の幸せのかたちを勝手に決めない

⑧ 選択肢が複数ある社会にする

～無意識のバイアスを乗り越えて～

自分らしさの見つけ方

「どんどん自分らしさを出すためには、

まず 自分の意識を変えていくことが

必要」 と語る、 ジェーン ・ スーさん　
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男女共同参画週間記念講演会
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。

  

最
後
に
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ー
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が
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熱
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。
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は
で
き
な
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も
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の
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は
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を
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よ
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と
の
メ
ッ
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と
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包
ま
れ
ま
し
た
。

令和８年６月28日 （日）、 コラムニスト、 ラジオバーソナ

リティとして活躍中のジェーン ・ スーさんを講師に迎え、

男女共同参画週間記念講演会を開催しました。 「自分ら

しく生きること」 の大切さをテーマに、 軽妙な語り口で

大勢の観衆を魅了しました。

１９７３年、 東京生まれの日本人。 ２０１５年に 『貴様い

つまで女子でいるつもりだ問題』 で講談社エッセイ賞

を受賞。 著書 『私たちがプロポーズされないのは、 １

０１の理由があってだな』 （ポプラ社）、 『生きるとか死

ぬとか父親とか』 （新潮社） がドラマ化された。ＴＢＣラ

ジオ 「ジェーン ・ スー生活は踊る」 でＭＣを務める。

ジェーン ・ スーさんのストレートな言葉の中にも温かく寄り添う心を感じられた講演会に

なりました。 ジェンダーの課題について、 多くの学びと楽しさと元気を発信してくださっ

たジェーン ・ スーさんに感謝でいっぱいです。 　（久留米市男女平等推進センター担当）

●「価値観」 に関する意識が変わりました。

●「普通」 という価値観について 「何が普通なのか」 と疑い、 自分

　の自分らしい普通を見つけられたらいいなと思います。

●視野を広く持って自分の可能性を広げることが私らしさを作って

　いくと感じました。

●「自分らしさ」 とは、 ハッキリ答えが出た感じはありませんが…

　道標を示してもらったような気がします。 失敗を恐れず自信を持

　てるようになっていきたいです。

●役割が性別で決められない大切さを再認識し、 自分らしくあるこ

　との大切さを改めて実感しました。

ジェーン ・ スーさんの

　　　”私らしさ” の見つけ方

特集

ジェーン ・ スーさん
（コラムニスト、 ラジオパーソナリティ）


